
令和８年度高山市当初予算「新規・拡充事業」一覧（抜粋） 資料１

◆ 一般会計

資料
ページ

予算事業名 区分
九次総

重点戦略
事業内容

予算額
（万円）

財源
（寄附・基
金除く）

問合先

1 大学連携推進事業費 新規 市内に居住するＣｏＩＵ学生への支援 210 総合政策課

2 国際交流事業費 新規 麗江市への青少年派遣交流 60 秘書交流課

3 総合交通対策事業費 拡充 中・高校生に対する公共交通利用支援 60 都市計画課

4 多機関連携推進事業費 新規 ○ 重層的支援体制整備事業による支援 1,860 国・県補助 福祉課

5 福祉医療給付費 拡充 19歳高校生の医療費を無償化 31,000 県補助 福祉課

6 こども発達支援事業費 拡充 ○ 5歳児健診事後指導の拡充 293 国・県補助 こども家庭センター

7 つどいの広場等運営事業費 新規 ○ つどいの広場の拠点的整備 2,000 市債 こども政策課

8 こども政策推進事業費 新規 SNSを活用した子育て世代向けの情報発信 100 こども政策課

9 私立保育所整備費等助成事業費 新規 清見保育園の改修に対する助成 750 国補助 こども政策課

10 公立保育園運営事業費 新規 久々野保育園遊戯室への空調設備の整備 1,300 市債 こども政策課

11 公立保育園運営事業費 新規 公立保育園への防犯カメラ設置 130 こども政策課

12 感染症対策事業費 拡充
小児インフルエンザ予防接種費助成事業の対象年齢
を拡大

1,620 健康推進課

13 感染症対策事業費 新規 妊婦に対するRSウイルスワクチンの定期接種化 1,250 健康推進課

14 母子保健事業費 拡充 不妊治療に係る交通費に対する助成 800 県補助 こども家庭センター

15 雇用促進事業費 新規 ○ 都市圏若手人材交流イベントの開催 280 雇用・産業創出課

16 公園管理事業費 新規 ○ 公園施設の長寿命化整備 14,350
国補助
宿泊税

都市計画課

17
小学校管理事業費
中学校管理事業費

新規 学校施設への防犯カメラの設置 1,720 教育総務課

18
小学校運営事業費
中学校運営事業費

新規 日本語学習指導員の配置 344 学校教育課

19
小学校大規模改修事業費
中学校大規模改修事業費 拡充 ○ 朝日・高根義務教育学校（仮称）整備 16,190

国補助
市債

教育総務課

20 中学校部活動支援事業費 新規 地域クラブ活動の運営に対する補助 600 学校教育課

21 中学校部活動支援事業費 拡充 地域クラブ活動バス運行の拡充 480 県補助 学校教育課

22 体育施設管理事業費 拡充 体育施設の暑さ対策 15,055
国補助
市債

スポーツ推進課

23 体育施設整備事業費 拡充 スマートロックシステム設置箇所の拡充 206 スポーツ推進課

24 学校給食センター整備事業費 拡充 ○ 学校給食センターの整備 2,260 教育総務課

25 学校給食運営事業費 新規 学校給食費の無償化 42,564 県補助 教育総務課

26 学校給食運営事業費 新規 学校給食アレルギー対応代替弁当補助金 100 教育総務課

27 学校給食運営事業費 新規 県産農産物を活用した学校給食推進強化事業 500 県補助 教育総務課



                                                             
 
 
 

市内に居住するＣｏＩＵ学生への支援

 

 

【予算額】　２１０万円　　　　　　【 財源 】　一般財源　２１０万円 

 

 

➣　背景・目的 

 

　　令和８年４月に飛騨地域初の四年制大学であるＣｏ－Ｉｎｎｏｖａｔｉｏ

ｎ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ（略称ＣｏＩＵ）が開学するため、通学する学生を

飛騨市とともに支援することにより、飛騨地域における若者の来訪・定着の促

進を図ります。 

 

　 

➣　事業概要 

 

対象者　　ＣｏＩＵに通学する学生で市内に居住する者 

補助額　　月額３，０００円（年額３６，０００円） 

支援方法　（一財）飛騨高山大学連携センターからＣｏＩＵへ支援を行い、

ＣｏＩＵの住宅支援奨学金（月額１万円）と合わせて対象の学生

へ補助 

 

　※飛騨市においても同様の支援を予定

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　総合政策部　総合政策課

係名　総合政策係　内線　2434

課長　沼津　　　　係長　小椋
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麗江市への青少年派遣交流

 

 

【予算額】　６０万円　　　　　　　【 財源 】　一般財源　６０万円 

 

 

 

 

　高山市の青少年を友好都市である麗江市（中華人民共和国雲南省）に派遣す

ることにより、麗江市の文化等に対する理解や関心を深め、国際的な視野を持

つ人材を育成するとともに、両市の友好交流を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　市長公室　秘書交流課

係名　交流係　内線　2414 

課長　藤垣　　係長　和仁
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中・高校生に対する公共交通利用支援

 

 

【予算額】　６０万円　　　　　　　【財源】 　一般財源　６０万円 

 

 

➣　背景・目的 

　 

　若年層の公共交通の利用環境を整え利用を促進するとともに、子育て世代の

負担軽減を図るため、幹線バス学生回数券を割引料金で購入できるよう公共交

通利用促進事業補助金を拡充します。 

 

 

➣　事業概要 

　 

　濃飛バスが販売する学生回数券（１３枚綴りを１０枚分の価格で買うことが

できる回数券）を、高校生以下の市民を対象に、通常の３分の２の割引価格で

購入できるようにします。 

 

　販売場所　濃飛バス 

　　　　　　　高山濃飛バスセンター窓口 

　　　　　　　平湯バスターミナル窓口 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　都市政策部　都市計画課

係名　政策企画係　内線　2363

課長　大下　　　　係長　柚村
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重層的支援体制整備事業による支援

 

 

【予算額】　１，８６０万円　　　　【 財源 】　国庫補助金　７００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県補助金　　３５０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基金繰入金　６００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　２１０万円 

 

 

 

 

　市では、地域包括支援センターや障がい者基幹相談支援センターなどの福祉

サービス総合相談支援センターの機能を拡充するなど、各センターが連携を図

りながら様々な支援ニーズに対応しています。 

 

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　市民福祉部　福祉課 

係名　福祉・障がい係　内線　2082 

課長　松下　　　　　　係長　中井
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１９歳高校生の医療費を無償化

 

 

【予算額】３億１，０００万円　　　【 財源 】県補助金　　　　５，０００万円 

　　　　　　（拡充分４０万円）　　　　　　　基金繰入金　２億２，０００万円 

一般財源　　　　４，０００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拡充分は一般財源） 

 

 

➣　背景・目的 

　 

　高校進学が一般的となっている中、病気治療など様々な理由により留年した

こどもや、諸事情により遅れて高校等に入学したこどもなどを持つ家庭は、他

の家庭より経済的負担が大きい状況にあります。 

　市では、このような家庭を支援していくために、こどもにかかる医療費につ

いて、子ども医療の資格喪失から１年間の医療費無償化を行います。 

 

 

➣　事業概要 

 

対象者　　 

　　次の要件のいずれも満たすこどもを持つ家庭 

　　・高山市に住民登録がある 

・１９歳に到達する年度内において、飛騨圏域内の高校等に在学している 

 

給付内容 

保険適用となる医療費の自己負担額を助成（子ども医療と同様） 

 

対象期間 

子ども医療の資格喪失後から１９歳到達後の年度末まで（１年間） 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　市民福祉部　福祉課 

係名　福祉・障がい係　内線　2082 

課長　松下　　　　　　係長　中井
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５歳児健診事後指導の拡充

 

 

【予算額】　２９３万円　　　　　　【 財源 】　国庫補助金　　６４万円 

                                     　　　   県補助金　　　３２万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　１９７万円　 

 

 

 

　令和７年度から５歳児健診を開始したところ、これまでは就学後まで気づか

なかったこどもの発達特性を把握することが可能となり、早期支援につなぐ必

要のあるこどもが増加しました。 

　こうした状況をふまえ、専門職による５歳児健診の事後指導体制を強化し、

支援が必要なこどもやその保護者に対し、身近な場所で負担なく適切な支援（発

達支援、生活習慣・育児指導）を行う体制を整備することで、スムーズな就学

に繋げることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども家庭センター

係名　母子保健係　内線　2805 

センター長　中川　係長　宮本
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つどいの広場の拠点的整備

 

 

【予算額】　２,０００万円　　　　　【 財源 】　市債　　　１，８８０万円 

                                           　　一般財源　　　１２０万円　 

 

 

➣　背景・目的 

 

　つどいの広場の多くは、支所庁舎の改修に合わせた移設や模様替えから時間

が経過するなかで、遊具や玩具の老朽化、授乳や飲食できるスぺースがないな

ど、子育て世代のニーズに十分応えられていない面があります。 

　屋内型の遊び場を求めるニーズが高い状況のなかで、親子の愛着形成やこど

もの健全育成の促進、子育て環境に対する市民満足度の向上を図るため、つど

いの広場の計画的な再整備を進めます。 

 

 

➣　事業概要 

 

清見つどいの広場への複合遊具等の整備 

　　面積　約１６０㎡ 

　　内容　室内用大型遊具等の設置 

　　　　　ウレタンマットの敷設 

　　　　　建具の更新や照明のＬＥＤ化 

　　　　　授乳室の個室化　など 

 

　※令和９年度は久々野つどいの広場、令和１０年度は丹生川つどいの広場の

整備を予定

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども政策課 

係名　こども政策係　内線　2934 

課長　前田　　　　　係長　直井
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ＳＮＳを活用した子育て世代向けの情報発信

 

 

【予算額】　１００万円　　　　　　 【 財源 】　一般財源　１００万円 

 

 

➣　背景・目的 

 

　市では、広報紙や冊子などの紙媒体、ホームページやメール配信、アプリな

どの電子媒体により各種の情報を発信していますが、これらには馴染みのない

子育て世代も多いため、しっかりと情報が届けられていないという課題があり

ます。 

　子育て世代をターゲットとした市公式ＳＮＳを開設し、効果的に運用するこ

とにより「伝わる広報」を実現し、高山での暮らしや子育てに対する幸福度、

満足度の向上を図ります。

 

 

➣　事業概要 

 

こども未来編集部（※）による官民協働のＳＮＳ運用 

　　※令和７年度に公募を経て１０名のライターで発足し、個性や想いを活か

して記事を作成 

各ライターには、活動に応じた謝礼を支払い 

 

運用するＳＮＳ 

　　Instagram　ほか 

 

主な発信内容 

　・行政によるこども家庭に関する幅広な分野の取組み 

　・親子の愛着形成などこどもの健やかな育ちにつながる知識 

　・官民によるイベントなどの告知、結果レポート 

　・子育て当事者や支援者の声 

　・地域への誇りや郷土愛が深まる地域資源や魅力の紹介　など 

　 

 

　

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども政策課 

係名　こども政策係　内線　2934 

課長　前田　　　　　係長　直井
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清見保育園の改修に対する助成

 

 

【予算額】　７５０万円　　　　　　 【 財源 】　国庫補助金　５００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　一般財源　　２５０万円 

 

 

 

 

私立清見保育園では、施設の老朽化や生活スタイルの変化などに伴い、安全

衛生の確保や効率的・効果的な園運営への課題が生じています。 

安全で質の高い保育環境の維持・向上を図るため、運営法人が行う園舎等の

改修事業を支援します。 

 

 

 

 

保育園の園舎改修工事にかかる経費の一部を助成 

　　場所　　清見町三日町９６番地 

　　構造等　平成９年築　木造平屋建 　９９１．２８㎡ 

　　内容　　畳敷きの和室をフローリングに改修 

　　　　　　テラス、足洗い場の修繕など 

　

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども政策課 

係名　保育・幼稚園係　内線　2938 

課長　前田　　　　　　係長　谷口
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　　　 久々野保育園遊戯室への空調設備の整備

 

 

【予算額】　１，３００万円　　　　【 財源 】　市債　　　１，２００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　１００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども政策課 

係名　保育・幼稚園係　内線　2938 

課長　前田　　　　　　係長　谷口
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公立保育園への防犯カメラの設置

 

 

【予算額】　１３０万円　　　　　　【 財源 】　基金繰入金　１００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　３０万円 

 

 

 

 

　

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども政策課 

係名　保育・幼稚園係　内線　2938 

課長　前田  　　　    係長　谷口
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小児インフルエンザ予防接種費助成事業の対象年齢を拡大

 

 

【予算額】　１，６２０万円　　　　【 財源 】　基金繰入金　１，２００万円 

　　　　（拡充分４１０万円）　　　　　　　　　一般財源　　　　４２０万円 

 

➣　背景・目的 

 

　季節性インフルエンザ予防接種を受ける小児の保護者に対し、その費用の一

部を助成することにより、保護者の経済的負担を軽減し、小児個人の発病と重

症化の予防並びにまん延の予防を図っています。 

　現在は対象を中学生までとしていますが、高校生相当の年齢まで対象を拡大

し、保護者の経済的負担の軽減や感染予防等の効果の拡大を図ります。 

 

 

➣　事業概要 

 

　対象者 

　　高校生相当年齢の市民 

※病気療養等により在学期間が長くなる場合もあることから、経済的な負

担軽減のため、年度内に１９歳に到達する高校生を含む 

 

　助成額 

　　・注射型ワクチンの場合　２，２００円（接種回数：１回） 

　　・経鼻型ワクチンの場合　４，４００円（接種回数：１回） 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　医療保健部　健康推進課

係名　健康政策係　内線　2804

課長　舩谷　　　　係長　清水
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妊婦に対するＲＳウイルスワクチンの定期接種化

 

 

【予算額】　１，２５０万円　　　　【 財源 】　基金繰入金　９００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　３５０万円 

 

 

➣　背景・目的 

 

　令和８年４月から予防接種法のＡ類疾病に位置付けられるＲＳウイルス感染

症（※）について、定期予防接種として妊婦に実施することで、生まれてくる

こどもの感染予防を図ります。 

　※主に咳やくしゃみの飛沫で感染する呼吸器感染症で、生後６カ月以内に初

めて感染した場合に、肺炎等を引き起こして重症化しやすいとされる 

 

 

➣　事業概要 

 

　妊娠２８週から３７週に至るまでの妊婦を対象に、ワクチン接種を実施（１

回分）

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　医療保健部　健康推進課

係名　健康政策係　内線　2804

課長　舩谷　　　　係長　清水
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不妊治療に係る交通費に対する助成

 

 

【予算額】　８００万円　　　　　　【 財源 】　県補助金　　１００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基金繰入金　５２５万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　１７５万円 

 

 

 

　市ではこれまで不妊治療に必要な経費の負担軽減を図るため、保険適用の治

療だけでなく保険適用外の治療や先進医療を活用した治療についても支援を行

ってきました。一方で、市内には体外受精や顕微授精を行う医療機関がなく、

妊娠を希望する方にとって複数回にわたる治療で市外医療機関に通院すること

は大きな負担となっています。 

居住地にかかわらず、安全・安心に妊娠・出産ができ、適切な医療サービス

が受けられる環境を実現するため、遠方の不妊治療施設までの移動にかかる交

通費についても支援することで、不妊治療を行う方の経済的負担の軽減を図り

ます。　 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　こども未来部　こども家庭センター

係名　母子保健係　　内線　2805 

センター長　中川　　係長　宮本
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都市圏若手人材交流イベントの開催

 

 

【予算額】　２８０万円　　　　　　【 財源 】　基金繰入金　２００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　８０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度当初予算

記者会見資料 

所属　商工労働部　雇用・産業創出課 

係名　雇用・産業創出係　内線　2796 

課長　太江　　　　　　　係長　坂上　
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公園施設の長寿命化整備

 

 

【予算額】　１億４，３５０万円　【 財源 】　国庫補助金　６，５００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿泊税　　　２，５００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基金繰入金　　　６００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　４，７５０万円 

 

 

➣　背景・目的 

 

市では３６の都市公園と３４の地区公園のほか、児童遊園地などを管理して

いますが、整備後３０年以上経過しているものも多くあります。老朽化する施

設を安全に安心して利用できるように、長寿命化計画に基づき計画的な整備を

進めます。 

 

 

➣　事業概要 

 

令和７年度から実施している公園施設長寿命化計画に基づき公園施設等の

長寿命化整備工事を実施 

　 

・工事概要等 

　城山公園　　金竜ヶ丘トイレ改修工事（水循環式バイオトイレ） 

　原山市民公園　　芝滑りの改修 

　あららぎ公園　　あずまやの改修 

 

　 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　都市政策部　都市計画課 

係名　景観公園緑地係　内線　2313 

課長　大下  　　　　　係長　森本

城山公園　公衆トイレ（金竜ヶ丘） 原山市民公園　芝滑り
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学校施設への防犯カメラの設置

 

 

【予算額】　１，７２０万円　　　【 財源 】　基金繰入金　１，２００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　　５２０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属　教育委員会事務局　教育総務課

係名　教育総務係　内線　2348 

課長　南元　　　　係長　野村

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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日本語学習指導員の配置

 

 

【予算額】　３４４万円　　　　　　【 財源 】　一般財源　３４４万円 

 

 

 

 

市内小学校、中学校及び義務教育学校に在籍する日本語指導が必要な外国籍児

童生徒や、海外からの帰国児童生徒の数は増加しており、今後もこのような外国

籍等の児童生徒は増加していくことが予想されます。 
令和８年度から、外国籍等の児童生徒が日本の生活において必要な日本語や知

識等を確実に身に付けることができるよう指導員を配置し、日本語を学習する

機会を確保するとともに支援体制を強化していきます。 
 

 

 

 

学習

 

 

拠点校（指導員のいる学校）に在籍する外国籍児童生徒が、通常の授業にお

いて学習内容が理解できるようサポートするほか、別室で個別に日本語指導

を行う。 
・他校の外国籍児童生徒が、拠点校に通学して指導を受けられるようにするほ

か、指導員が対象児童生徒の在籍する学校を訪れて指導を行う。

所属　教育委員会事務局　学校教育課

係名　学校指導係　内線　2344 

課長　曽出　　　　係長　建石　

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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朝日・高根義務教育学校（仮称）の整備

 

 

【予算額】　１億６,１９０万円　【 財源 】　国庫補助金　　３,８００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 基金繰入金　　　 ５００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市債　　　１億１,６８０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　一般財源   　    ２１０万円 

                                         

 

➣　  

 

　小学校入学から中学校卒業までの一貫した教育環境を整えるとともに、児童

生徒間の交流を促進するため、朝日・高根地域における施設一体型の義務教育

学校を整備します。 

　 

 

 

 

 

 

所属　教育委員会事務局　教育総務課 

係名　教育総務係　内線　2347 

課長　南元　　　　係長　野村

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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地域クラブ活動の運営に対する支援

 

 

【予算額】　６００万円　　　　　　【 財源 】　基金繰入金　４００万円 

一般財源　　２００万円 

 

 

 

 

これまで、中学校の部活動に対し備品や消耗品の購入、大会参加費や登録な

どに必要な運営経費を助成してきました。一方、地域移行により創設された地

域クラブの活動においても部活動と同じように運営経費が必要であるととも

に、近年の物価高騰や地域クラブに移行したことによる新たな必要経費（指導

者資格の取得、学校以外の施設使用料、保険等への加入など）の発生により保

護者の費用負担も大きくなってきている状況です。こうしたことから地域クラ

ブ活動を充実させるとともに、保護者の負担を軽減することを目的として運営

活動費に対する助成を行います。 

 

 

 

 

補助内容 

 

（地域移行していない中学校部活動に対しても同様に助成） 

 

補助  

用具等購入費、登録料、保険料など活動に要する経費

所属　教育委員会事務局　学校教育課

係名　学校指導係　内線 2362 

課長　曽出　　　　係長　建石

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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地域クラブ活動バス運行の拡充

 

 

【予算額】　４８０万円　　　　　　【 財源 】　県補助金　３２０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　１６０万円 

 

 

➣　背景・目的 

 

部活動の地域移行によって学校の枠にとらわれず自分がやりたい種目を選択

できるようになりましたが、遠方に在住する生徒の移動手段が課題となってい

ることから、令和７年度に各練習会場と支所地域を往復するバス運行（毎週土

曜日、４路線各１便）を開始しました。 

令和８年度は、現在の運行に加え、休日に活動する生徒の移動をさらに支援

できるよう日曜日の運行を開始し、合計２便のバス運行により生徒の地域クラ

ブ活動への支援を充実します。 

 

 

➣　事業概要 

 

・毎週土曜日・日曜日の地域クラブ活動について、スクールバス等の運行を

実施（午前の往復便） 

・支所地域を４ブロックに分割した４路線での運行 

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　教育委員会事務局　学校教育課

係名　学校指導係　内線 2362 

課長　曽出　　　　係長　建石
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体育施設の暑さ対策

 

 

【予算額】　１億５，０５５万円　 【財源】 　国庫補助金　　４，７６０万円 

    　基金繰入金　　１，３００万円 

　市債　　　　　８，４４０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　　　５５５万円 

 

 

 

 

　気候変動の影響により猛暑日が増加する中、スポーツ競技の大会や練習中にお

いては、熱中症の予防など暑さ対策が求められています。市では、空調設備の設

置をはじめとした暑さ対策に取り組くむことで、競技大会を開催できる環境を整

えるとともに、市民が安全で快適にスポーツ活動ができる環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

令和 8年度当初予算 

記者会見資料

所属　市民活動部　スポーツ推進課 

係名　スポーツ推進係　内線　2352 

課長　清水　　　　　　係長　中原
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スマートロックシステム設置箇所の拡充

 

 

【予算額】　２０６万円　　　　　　【財源】　一般財源　２０６万円 

 

 

 

 

　体育施設を利用する際の、窓口での鍵の受け渡しの負担を軽減するとともに、

暑さ対策のための早朝利用等を促進するため、予約から鍵の開閉までを一元化

するスマートロック（電子キー）システムを体育施設で拡充し、利用者の利便

性の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
※大八グラウンドにおいて令和６年度導入済 
               

令和 8年度当初予算

記者会見資料

所属　市民活動部　スポーツ推進課 

係名　スポーツ推進係　内線　2352 

課長　清水　　　　　　係長　中原
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学校給食センターの整備

 

 

【予算額】　２，２６０万円　　　【 財源 】　基金繰入金　１，６００万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　　６６０万円 

 

 

 

 

　市が運営する６つの学校給食施設のうち、老朽化する４つの施設（高山、清

見、一之宮、久々野）を統合し、公設地方卸売市場の隣接地に、新たに学校給

食センターを整備します。 

　安全・安心で魅力ある学校給食を継続的に提供するとともに、本施設を“高

山市の食育の拠点”と位置づけ、こどもたちや市民の食育に貢献できる施設を

目指します。 

 

 

 

 

 

 

所属　教育委員会事務局　教育総務課

係名　学校給食係　内線　2973 

所長　山下　　　　係長　田中

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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学校給食費の無償化

 

 

【予算額】４億２，５６４万円　【 財源 】県補助金　　２億１，７３０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基金繰入金　１億４，５４０万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財源　　　　６，２９４万円 

 

 

 

 

　これまで市では、学校給食費の保護者負担分のうち３分の１を助成してきま

した。令和８年度から国及び県が

 

 

 

 

 

所属　教育委員会事務局　教育総務課

係名　学校給食係　内線　2973 

所長　山下　　　　係長　田中

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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学校給食アレルギー対応代替弁当補助金

 

 

【予算額】　１００万円　　　　　　【 財源 】　一般財源　１００万円 

 
 

 

 

　食物アレルギーにより学校給食を食べることができず、その代替として毎日

弁当を持参する児童生徒の保護者に対して、学校給食費相当額を支援すること

で保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援の充実を図ります。 

 

 

 

 

学校給食センターで対応していない食物アレルギーや、重度の食物アレルギ

ーのため学校給食の提供を受けず、やむを得ず家庭から弁当を持参している市

内の小中学校（義務教育学校を含む）児童生徒の保護者に対し、給食費相当額

 

 

所属　教育委員会事務局　教育総務課

係名　学校給食係　内線　2973 

所長　山下　　　　係長　田中

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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県産農産物を活用した学校給食推進強化事業

 

 

【予算額】　５００万円　　　　　　【 財源 】　県補助金　５００万円 

 

 

 

 

　学校給食を通じ、こどもたちの地域農業への理解や地元農産物を楽しむ機会

を創ることを目的とし、「学校給食地産地消コーディネーター」を育成し、地

元農産物を学校給食で提供するための供給体制を整備します。 

 

 

 

 

学校給食地消地産コーディネーターの育成支援 

　　・地元農家や直売所などの供給サイドと学校給食サイド双方のニーズを聞

き取り、県産農産物を学校給食に取り入れる仕組みづくりを調整 

　　・岐阜県農政部農産物流通課が行うオンライン研修や実地研修等に市が選

定したコーディネーター候補者が参加し、地産地消推進のためのノウハウ

を習得 

 

県産農産物を活用した献立の提供 

　　・県産農産物を取り入れた特色ある献立を提供（県が新たに設ける食材費

に対する補助事業「県産農産物を活用した学校給食推進強化事業（仮称）」

を活用） 

　　　　提供回数　年８回（７月～３月の各月１回　※８月を除く） 

　　　　県補助額　１人あたり１００円×８回×６，３４０人　 

　　

所属　教育委員会事務局　教育総務課

係名　学校給食係　内線　2973 

所長　山下　　　　係長　田中

令和 8年度当初予算

記者会見資料
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